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アッヲウィズピーヲJ岨 I世間航リーダーシッフと
ポランティア閉そしで酬明酬を身叩で配置

との錯互理解明め刊しいjとL、市し吃込めて観立され

た米留に本留を置く実酬ゆ司瞭殺膏団体です.

豪良市開昨年に引き続き1間四日-"日咽世
界自蜘慣の，，-目緩め四回1担人そ阻ミュー
ジカル公演ホ-bステイ 岨交澗跡どの"nあい交
況を行います.奈良耐に世界脅地a患者""うとの幌舎に
み鉱山即時してみま山.

F一一ー 一一一一一一ー 一 一一 ← 今 、
言2 シカル公湾 i 
NA COMMON BEAT(ア コをンぜ，，'
1四 圃 圃圃_.. 圃 アジγ アプ"カァ i
...ョ・""‘a圃・凶.....メηヵ ョーロ yパの文 1
1世'官官'..，ー・化を慨する4つのグル 1

1・a日酌量E圏直盟 ープh'，t-ttぞれの凹 !
:・・・圃・・.-・・・聞..，文化風すl槻ぎした l
l・・圃圃圃圃圃園田 敏と踊りを抜aLt.:h'

"， ~ " の進，.，戸酌
!叫 Lつつも 'i" I理解し抑ち合えるものがnら
!の内6あること4気づき この惟捧で生sでも〈事ぴを
!共6するとUろスト "ーを 客帽を巻き込みながら炭

:慨します

! とき 川 24LI b枠制帥 Hζる なら明年
l会館大ホ ル(三条宮前町) 砂λ濁絢 t州 司(会
|削陶) 叫醐 市役所聞際交流家計山 時

J総会内'"〆タ，時各公}噛で'"日か
!崎開始.

産主之宝回目E
ii{t中 置か所で市民とふれあい交ilHjいます.ヱ

の会場となる場所までの付金品、と案内ができる人を事
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冊 一w月"聞'"日制2日間 ・酬崎---20
人官程度 砂内書 ..受..点までの付'";t;¥.-と司院内

i1i2.と=主u重2・
外向の人をわが家6迎え入れでー・.，過ごすことは

明文化に触れ相吃理解を漂めるJニとができる また，な

も健会とな旬ます

鵬 州 M断俊一271J断編 砂肺門ミ

リ-11"'120家庭程度.多，.場合11，."， ，.w:入人観
..礎， -，人(男".輩であれば家歓E同室でも可}

.内包 7約の宿泊と刷哨夕食 .その他…酬

として遺迦"河、. 食曹などの受入鴨川"各恵陛で負処

してくどきい ・2健明会…IOJlIOH1事..刷会，開怠
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【申し込みJ.月"日までに告良市ア yヲウ 4ズピ プ
ル実行委民会事締局{市役所関際交M配布I引へ
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